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Cefpiromeの 臨床 的検討

和 田光一 ・川島 崇 ・鈴木紀夫 ・五十嵐謙一 ・荒川正昭

新潟大学医学部第二内科*

新 しい 注 射 用 セ ブヱ ム 系抗 生物 質cefpiromeを 菌血症4例 ,呼 吸 器 感 染 症8例,腎 盂腎 炎1例,皮 下 膿

瘍2例 に使 用 した。 本 剤 の 臨 床 効 果 は,著 効2例 ,有 効12例,判 定 不 能1例 で あ り,細 菌 学 的 効 果 は消

失4例,減 少1例,不 明10例 で あ った。 本剤 に よる と思 わ れ る副 作 用 は認 め られ な か っ た が
,臨 床 検

査 値 の検 討 で,1例 にGOT。GPTの 上 昇 を認 め た、

Key words: Cefpirome, CPR,注 射 用 セ フ ェ ム

ヘキス ト社(西独)と ルセ ルユ クラフ杜(仏)で 新 しく共

同開発されたセフェム系抗 生物 質cefpirome(CPR)1)を15

例の感染症 に使用 し,検 討 した。

対象例 は,1987年12月 より1988年11月 までに新潟

大学医学部附属病院第二内科にて取 り扱 った入院例 で,

男12例,女3例,年 齢は15歳 か ら81歳 であ った。対 象

疾患は,菌 血症4例,肺 炎4例,肺 膿瘍1例,急 性気管支

炎2例,感 染 を合併 した慢性気管支炎1例,腎 盂腎炎1例,

皮下膿瘍2例 であ った.合 併症お よび基礎疾患 は全例で

認め られ,そ の 内訳 はSLE4例,MCTD1例,白 血病2

例,悪 性 リンパ腫2例,肺 癌1例,慢 性気管支炎1例,気

管支拡張症1例,糖 尿病1例,ネ フローゼ症候群1例,慢

性腎不全1例 であった(Table1)。 菌血症の症例 の うち,

3例は血液培養 で菌 を検 出 しなか ったが,症 例2は 抜去

したカテーテルよ りブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌 を検

出 し,発 熱 が持続 したため,菌 血症 と診断 した。症例3

は,心 カテ終 了後発熱 が持続 し,症 例4は,白 血 球数

400/mm3の 時期に高熱 を認め,菌 血症 と診断 した。

CPRは,1日1.0～4.0g(透 析例 のみ透析終 了後0 .5g使

用)を2回 に分け,点 滴静注で使用 した。期間は5～25日,

総使用量は5.0～50gで あった。

CPR使 用 による効果の判定 は,起 炎菌の明らかな症例

では,細 菌の消失の有無 をみた細菌学的効果と自他覚所

見お よび検査所 見の改 善度 をみた臨床効果の2面 か ら実

施 した。

CPR使 用 に よる成績 の概 要はTable1に 示 した。臨床

効 果は,菌 血症4例 では2例 が著効,2例 が有効,呼 吸器

感 染症8例 では7例 が有効,1例 が判定不能であった。判

Table 1-1. Clinical trial with cefpirome

SLE: systemic lupus erythematosus

DM: diabetes mellitus

ALL: acute lymphocytic leukemia

GPR: Gram-negative rods

CRF: chronic renal failure

NF: normal flora

MCTD: mixed connective tissue disease

AML: acute myelocytic leukemia

NF-GNR: glucose non-fermentative Gram negative rods
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定 不 能 の1例 は,血 中 よ りカ ン ジ タ抗 原 を検 出 し,抗 真

菌 剤 の 使用 に て 下熱 を認 め た ため真 菌 感 染症 と判 断 し,

判 定 よ り除 外 した.腎 盂 腎 炎1例,皮 下膿 瘍2例 は い ず

れ も 有効 で あ った 。 総括 す る と,著 効2例,有 効12例,

判 定 不能1例 で あ った 、細 菌 学 的 効 果 は 有 意 菌 の検 出 さ

れ た5例 で 検 討 した 。Streptoc0ccus Pneumoniae, Haemophilus

influenzae, Klebsiella Pneumoniae, Pseudomonas aeruginosaは

除 菌 され たが,Enterococcus faecalisは 不 変 で あ った。 総

括 す る と消 失4例,減 少1例,不 明10例 で あ った ゆ

副 作 用 は,全 例 で 認め られ な か った が,本 剤 使 用 前後

の 臨床 検 企 値 の 検1、1で,1例(症 例15)にGOT44IU/I,

GPT50IU/I軽 度 の 上昇 を認 め た 。 しか し,本 例 は薬 剤

の 中 止 後 無 処 置 で2週 間 後 はGOT20IU/I,GPT24

IU/Iと 改 善 した 。 本例 のGOT,GPTの 上 昇 は 本 剤 に よる

Table 1-2. Clinical trial with cefpirome
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Table 2. Laboratory findings before and after celpirome therapy

可能性が高 いが,安 全性 には特 に問題 ない と考え られた

(Table2)。

以上 のご と く,CPRを 感染 症15例 に使用 し,有 効性

と安全性 を検討 したが,使 用例 は全例基礎疾患 を有 して

おり,重 症あるいは難 治性感染症が多かったに もかかわ

らず,有 効率 は100%と 良好な臨床効果が得 られた。細

菌学的効果の検討 で も,肺 炎球菌,イ ンフルエ ンザ菌,

肺炎桿菌,緑 膿 菌な ど,起 炎性が明確 で,臨 床で高頻度

に分離 される菌がすべて除菌 されていた。副作用,臨 床

検査値の変動の検討で は,1例 に軽度のGOT,GPTの 上

昇 を認めたのみで,今 回の検討に関するかぎりは,安 全

性に特 に問題 はない と考 えられ る。
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CLINICAL STUDY ON CEFPIROME
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefpirome (CPR), a new cephem antibiotic. CPR was administered to 15

patients with infectious diseases. The drug was given intravenously for 5-25 days at 1.0-4.0 g/day. Clinical efficacy was

excellent in 2, good in 12 and unknown in 1 patient. No side effects were observed, though in one patient GOT and GPT were

slightly elevated after administration of the drug.


